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がん治療の種類 ～３大療法～

がんの治療方法には、「手術療法」「化学（抗がん剤）療法」「放射線療法」
があり、これをがんの3大療法と呼んでいます。日本ではこれまで手術ががん
治療の中心でしたが、化学療法や放射線療法も近年目覚しく進歩しています。
どの治療法がもっとも効果的か、さまざまな検査を行いながら総合的に判断し
患者さんに提案しています。

がんの３大療法

化学療法

手術療法

放射線療法

川崎幸病院では「がんの3大療法」のすべてを行っており、がん治療はこの3
つの治療法を組み合わせることで、より大きな効果をあげることができます。
わたくしたち放射線治療センターは放射線療法を担当しています。放射線療法
はからだを切らずに、がんだけを狙って治療するので、からだの機能をもとの
まま温存することができます。また、日常生活を送りながら通院で治療するこ
とも可能です。

放射線療法はからだにやさしい治療です
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放射線治療って何？ ～切らずに治す治療～

放射線療法とは放射線を照射することにより、がん細胞内のDNAに
ダメージを与え、がん細胞を破壊する治療です。放射線はがん細胞の
ような細胞分裂の活発な細胞ほど殺傷しやすい性質があるため、正常
な細胞にはあまり影響を与えずにがん細胞を殺傷することができま
す。
また正常な細胞は放射線によるダメージからの回復ががん細胞よりも
大きいため、放射線を小分けにして照射することで正常細胞を回復さ
せつつ、がん細胞をたたいていきます。

放射線療法のメリット

●いかなる部位でも照射できる

●身体への負担が少ない

体を切らず、治療中の痛みもないので、身体的な負担が軽い治療法といえます。
また、治療に要する時間も短く（10～20分）、日常生活を送りながら通院で治
療することが可能です。

外科手術が難しい場所にあるがんに対しても、放射線治療は有効です。

●高齢の方や合併症をお持ちの方でも治療できる

放射線治療は身体への負担が少ない治療法であるため、年齢や合併症により、
身体に負担がかかる手術治療が難しい患者さんへの治療も可能です。
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川崎幸病院の放射線治療の特徴

●正確な放射線照射（IGRT）

当院の放射線治療装置にはCT装置が装備されておりま
す。これを用い、IGRT（画像誘導放射線治療）と呼ば
れる放射線治療が可能です。IGRTとは、外部からの目
視では確認できない照射位置のずれを画像情報により確
認し、修正を行う高精度な治療です。
位置補正には、従来の３軸方向にさらに回転方向が加
わった６軸補正法を用いています。

●正常な組織への影響を少なく（IMRT）

放射線治療をする際には、正常な組織や臓器には影響を
少なくすることが重要です。当院ではコンピュータ制御
で照射ビーム内の放射線の強度を調節し、腫瘍部分に放
射線を集中して照射するIMRT（強度変調放射線治療）
をおこなっています。

●東大病院との連携

川崎幸病院放射線治療センターは、東大病院放射線治療
部門と専用のネットワーク回線を結び、放射線治療計画
装置、治療情報、検証情報などを共有しています。これ
により川崎にいながら東大と同じ水準の治療が受けられ
ます。

●治療実績 （2012/7/23～2013/2/28現在）

85計

9その他

2悪性リンパ腫

2食道がん

2膀胱がん

2直腸・結腸がん

7肺がん

8前立腺がん

19骨転移

34乳がん

症例数
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2.4%

2.4%
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10.6%
乳がん

骨転移

前立腺がん

肺がん

直腸・結腸がん

膀胱がん

食道がん

悪性リンパ腫

その他

治療計画用CTと治療装置のCTを組み
合わせた位置照合画像。

前立腺がんに対するIMRTの治療計画
図。
図の赤い部分（前立腺）に放射線を集中
させ、すぐ近くにある膀胱や直腸などの正
常組織になるべくあたらないようにしま
す。



診察から治療のながれ

当センターの診察は予約制となっております

事前にお電話にてご予約ください

これまでの経過、検査結果をもとに治療の適応の有無を
判断させていただきます。

お電話による診療のご予約

①診察・治療説明

がんの位置やかたちを確認するためのＣＴ撮影を行いま
す。この画像をもとに患者様それぞれにあわせた治療計
画をつくります。

②治療計画ＣＴ

治療計画ＣＴ撮影後、線量計算などの検証をおこない、
数日～１週間後に治療開始となります。

③治療開始

治療中は定期的に医師の診察があり、治療経過をお話し
させていただきます。治療が終わってからも外来で、適
宜診察をいたします。

④経過観察

担当に とお伝えください。
受付時間：月曜～金曜 午前８：３０～午後５：００
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スタッフ紹介 ～チーム医療～

川崎幸病院副院長

放射線治療センター長

川崎幸病院

放射線治療医

私たちがチームとなってサポートいたします

放射線治療はさまざま
ながんに有効です。患
者さんの側に立ってよ
り良い治療が受けられ
るように診療してまい
ります。

高精度放射線治療を縁
の下で支えるべく、精
度管理や検証に励んで
おります。みなさまに
より良い治療をご提供
できるよう努力して参
ります。

常に安全第一を心が
けています。ご不明
な点は遠慮なくお問
い合わせください。
治療中の音楽はス
タッフが選曲してい
ますが、リクエスト
もお受けします。

不安なことや疑問点は
看護師にいつでも相談
してください。治療の
効果が出るように一緒
に頑張りましょう。

医師より

放射線技師より

理学博士（物理）より

看護師より

ご質問やご予約のお電
話はまず私たちクラー
クが対応させていただ
きます。放射線治療室
とみなさんの良きパイ
プ役になることを目指
しています。

クラークより

川崎幸病院

放射線治療医

田中良明 芝田紫野 山下英臣
（非常勤毎週火曜日診療）

（5）



放射線治療Ｑ＆Ａ ～安心して治療を受けるために～

Ａ.放射線治療を受けても、患部が熱くなったり痛くなったり不快感を覚えることはありま
せん。ただし、照射部に口腔・咽頭や食道が含まれている場合は、治療の途中から粘膜炎
による違和感を覚えることがあります。その他、全身の疲れ感を自覚する場合もあります
が、日常生活に影響することはほとんどありません。

Ｑ. 治療には痛みや不快感を伴いますか？

Ｑ.被ばく量が気になるのですが・・・

Ｑ.治療効果はいつごろからでてきますか？

Ｑ.治療費に健康保険は使えますか？

Ａ.放射線が照射される患部の周囲にある正常な組織には被ばくが極力少なくなるように治
療を実施しています。このためにあらかじめ治療計画用コンピュータで照射の量を計算す
るなど、治療計画には細心の注意を払っています。

Ａ.休んでも効果がなくなることはありませんが、放射線治療は平日に続けて照射するよう
に計画が立てられています。できれば予定通りに照射を続けることが望ましいです。もし
体調不良や何かの都合で治療を休むときは、放射線治療センターまでご連絡ください。

Ｑ.治療は途中で休んだら効果がなくなるのですか？

Ａ.対象となる病気の種類によって異なります。骨転移などでは多くの場合、治療途中から
痛みが和らぎますし、腫瘍で腫れているところがあれば治療途中から縮小することもありま
す。その他、深部臓器の場合は臓器ごとに評価の方法が異なりますので一概には言えませ
ん。血液検査で腫瘍マーカーの数値の変化で評価する場合もあります。

A.放射線治療は、基本的に健康保険で治療が受けられます。診療費は患者様のご病状、
治療方法によって異なりますが、３割負担で乳がん温存術後25回～30回で約1６万円、
前立腺がんIMRT36回～40回で約40万円です。保険診療ですので高額療養費制度もご
利用いただけます。その他の治療、高額療養費制度の手続きにつきましては、スタッフ
にお問い合わせください。
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交通案内

随時ご質問、ご相談にお応えいたします。お気軽にお電話にてお問い合わせください。

０４４－５４４－４６１１㈹
受付時間：月曜～金曜 午前８：３０～午後５：００


